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エネルギー転換における社会インフラの変革と展望 
 

安部 流騎士（鹿児島高専 電気電子工学科 3年） 

 

1. はじめに 

 現在､世界中で技術革新が進み､身近な問題や要

望の殆どを電気で解決できるような生活のなかで

私たちは生活している。これらの恩恵は素晴らし

く､今や私たちの日常は電気なしには暮らせない

ほどである。しかし､これから先益々電気でできる

ことが増えた際､果たして私たちがその恩恵を受

けられるのだろうか。本論文では､これまでのエネ

ルギー事情を振り返り､それらから今後のエネル

ギーの展望を予想する。そのうえで､エネルギー転

換がどのように社会インフラの変革に関わるかを

考える。そして､それらの長所･短所について多角

的な視点から見つめる。 

2. エネルギー転換と社会インフラ 

2.1 日本のエネルギー生産事情の変遷と予測 

日本のエネルギー事情は高度経済成長やオイル

ショック､京都議定書や東日本大震災など､大きな

出来事が起きているときに分岐点が現れる 1)。これ

らの分岐点はどれも日本のエネルギー事情の基盤

を見直すきっかけとなった出来事であるが､一貫

して日本のエネルギー自給率は低い。例として高

度経済成長期にあったエネルギー革命の前後につ

いての変化を見る。エネルギー革命以前は日本国

内で産出された石炭を用いた火力発電が主な電力

供給源であった。しかし､その頃に中東を中心とし

て大規模な油田が発見された。そのため､エネルギ

ー革命後はそこで採掘された石油をエネルギー源

とした火力発電が主な電力供給源になった。これ

によりエネルギー自給率が 50%前後から 10%強へと

落ち込んだ。その後の分岐点もエネルギー自給率

はあまり回復せず､新しい問題がそれぞれ発生し

てエネルギー生産方法が変化する程度にとどまっ

ている。また､図 1 に示した通り､時代が進むにつ

れてエネルギー生産の方法が多様化している 2)。さ

らには､エネルギー生産の形までもが変化してい

る。ニュースなどで「発電所の老朽化」という言葉

を耳にすることがあるように､昔の日本では電力

生産を大規模な発電所で行い､それを広い範囲に

分配する形が採用されていた。しかし近年､ソーラ

ー発電所が身近に散在しているのをよく見かける。

これらは､再生可能エネルギーが台頭してきた現

在のエネルギー生産方法の多様化が一因だと考え

られる。 

これらを踏まえて､新エネルギー台頭によるエ

ネルギー転換が起きた際にはさらに細かな発電所

が至る所に建設されるだろう。それにより､今の大

規模発電所から広範囲に電力を届ける方式から電

力を消費する家庭などと生産する発電所とが織り 

図 1 日本国内の発電方法別発電量 2) 

交ざり､送電網の混雑が予想される。 

2.2 社会インフラの変遷と予測 

社会インフラといえば､道路､水道､ガス､通信網､

送電網､公共設備などが挙げられる。これらも昔か

ら比べるとテクノロジーが介入したことで便利さ

が増している。例えば鉄道ではかざして入場する

ことも可能である。同様に高速道路も ETC で同様

のことを可能にしている。 

また､水道や電力についても､使用量を調べるため

のメーターが存在する。以前は流れた電力量及び

水量をアナログ的に計測していたが､これらもデ

ジタル化が進んでいる。昨今では更に､プロジェク

ターを用いた授業が行われている。一部の学校で

は一人一台のパソコン貸与がされ､それを活用し

た授業を展開したり､宿題の提出や家庭学習に活

用させたりする学校もあるようだ。このように､社

会インフラは時代と共に改善されているが､これ

らの改善の多くは「電化」が関連している。 

 これらのことから､社会インフラはより利便性

を高める電化が進むと予想される。電気や水道な

どの様々なリソース管理はもちろんのこと､教育

施設などの末端の公共設備から､政治などを担う

中枢の公共設備に至るまでデータ化が進み､電気

が今よりも必要不可欠な存在になるだろう。それ

により､さらに電力の需要や電気を用いて出来る

ことの幅が広がることが予想される。 

2.3 これからの展望や思い描く理想 

以上内容を踏まえて､これからのエネルギー転換

による社会インフラの変革として考えられること

を表 1 にまとめた。社会インフラの発展につれて

確かに生活水準が上昇したり､発電方法の多様化

が進んだことで電力生産施設の増設が容易に可能

になったりすることで改善されるだろう。しかし､

それ以上に電力消費が増加することにより電力の

不足が目立ち､また再生エネルギーが台頭してい

る今不安定さが上がるだろう。 

これらのことを踏まえて､私は送電網の個別グル

ーピング化を提案したい。 
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表１ エネルギー転換により起こりうること 

送電網の個別グルーピング化は､図 2 に示す通り､ 

既存のような大規模に電線を張り巡らせるのでは

なく､不要な部分をカットするものである。 

表２は､この提案によって起こりうる恩恵と問題

についてまとめたものである。 

発電設備をそれぞれのグループへ設置するため､

送電時のロスを減らせることが出来るほか､主要

な電力送電線が分散されることから､これから予

想される消費電力増加による電線の容量不足が改

善されると考えられる。 

また近年では､送電網のみならず､社会インフラ全

体で「老朽化」が叫ばれている 3)。老朽化の改善に

は設備更新をするしかないが､工事をすると代替

策なしではインフラが一時的に消えてしまうため

に比較的広い地域の住民へ不便を強いることにな

るだろう。これらについて送電網の個別グルーピ

ング化は良い対策になるだろう。 

一方で､過疎化の進んだ地域ではエリアが広くな

りすぎることや､余剰電力が多くなりすぎてしま

うなどの問題や､三大都市圏含む電力の大消費地 

では自エリアのみで賄うことが厳しくなるなど､

その地域ならではの問題が積み重なることが予想

される。これらについては既存の枠組みを残して

運用していく方が良い地域もあるだろう。しかし､ 

社会インフラが発展していく未来では EV 車の普

及も進んでいるに違いない 4)。したがって､EV 車の

バッテリーを用いて移動兼電力の受け渡しのよう    

図 2 送電網の個別グルーピング化 

   地域ごとに発電設備及び電線を張り､非常時の 

電線(緑)を普段は遮断させておく。 

表 2 送電網の個別グルーピング化による効果 3) 

な形をとることで､少なからず問題を改善させら

れると考えた。 

3. まとめ 

本論文では､これからのエネルギー転換によっ

て考え得る社会インフラの変革について考えた。 

例として､「社会インフラが改善されるにつれてデ

ータ化が進む」などを挙げ､それに対しての長所･

短所について予想をした。そのうえで､電力供給に

ついてより良くするため送電網の個別グルーピン

グ化について提案をした。これにより､現在の送電

網で問題となっている「老朽化」の工事簡略化や､ 

送電ロスの低下､更には災害時に被害を最小限に

とどめられるような効果が期待される。一方で､初

期費用についての問題や､過疎化による送電網の

グループ肥大化についての短所も存在する。した

がって､既存の方式と私の考えた方式を丁度良く

使い分けることで､より効率良い社会インフラが

形成できるのではないだろうか。 
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